








１．岩手大学入学者受入の方針
　岩手大学は，地域における知の府としての役割を果たす教育研究の場として，国際的な視野を持ち，幅広い
教養と深い専門性を備えて持続可能な共生社会の形成に寄与する人材の育成に取り組んでいます。
　そのために，高等学校等における幅広い学びから育成される基礎的な知識と思考力に加えて，次のような能
力・資質を備えた入学者を求めています。
　⃝　真理の探究や課題の解決に向けて主体的に取り組む姿勢
　⃝　地域社会や国際社会に貢献する意欲とリーダーシップ
　⃝　自然や人を思いやる心と倫理性
　⃝　豊かな発想とチャレンジ精神，そしてコミュニケーション能力

２．学部別入学者受入の方針

人文社会科学部

１　学部概要
　人文社会科学部は，グローバル化の下で著しく変化する現代社会の諸問題を総合的観点から理解する能力と，
人間・文化・社会・環境に関する専門的知識・能力を有し，地域社会及び国際社会に実践を通して貢献できる
人材の養成を目指しています。

２　入学者に求める資質（求める学生像）　《学部共通部分》　※各課程分は後述
　⑴　知識・理解

　人間・文化・社会・環境に関する基礎的知識を有し，物事を論理的に考えることができる人
　⑵　思考・判断

　多様な考え方，異質なものの見方を理解しようとする柔軟な姿勢を持ち，物事を多角的に捉えることがで
きる人

　⑶　関心・意欲
　人間・文化・社会・環境のあり方とそれらをめぐる諸問題について強い探究心と広い観点から学ぶ意欲を
持つ人

　⑷　技能・表現
　自分の考えを適切に表現し，それを積極的に発信できる人

　⑸　主体性・協働性
　地域社会・国際社会の諸問題に実践的に取り組み，周囲の人々と協働しながら問題の解決を図ろうとする
人

３　入学前に修得しておくことを期待する内容　　《学部共通》
・国語――読解力及び自分の考えを表現できる作文力
・英語――基本的な読解力・リスニング力・会話力・作文力
・地歴・公民――日本及び世界の地理・歴史・社会制度・社会思想などに関する基礎的知識と社会事象に対

する関心
・数学，理科――論理的思考力，及び自然科学の基本的知識
・高校生活全般――他人と積極的に関わることのできるコミュニケーション力

　※具体的な履修要件や入試科目は，入試区分や学部等毎で個別に示しますので，各募集要項で確認してください。

４　入学者選抜の基本方針　　《学部共通》
　⑴　一般入試（前期日程）

　大学入試センター試験では「知識・理解」「思考・判断」を評価し，個別試験では「知識・理解」「思考・
判断」「技能・表現」を評価します。
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　⑵　一般入試（後期日程）
　大学入試センター試験では「知識・理解」「思考・判断」を評価し，個別試験では「思考・判断」「技能・
表現」を評価します。

　⑶　アドミッション・オフィス入試
　第１次選考の書類審査・面接では，高等学校時代までの校内・校外の諸活動，その他の社会活動から見え
る「主体性・協働性」を，課題文の要約及び出願理由書・実績記入書の内容から「思考・判断」「技能・表
現」「関心・意欲」を評価します。第２次選考については，集団討論で「思考・判断」「技能・表現」「主体
性・協働性」を，面接では「技能・表現」「関心・意欲」を評価するとともに，出願理由書・調査書・実績記
入書で「知識・理解」「思考・判断」「関心・意欲」「主体性・協働性」を確認します。

　⑷　推薦入試
　人間文化課程（小論文選択）と地域政策課程については，小論文で「思考・判断」「技能・表現」を，面接
では「技能・表現」「関心・意欲」を評価するとともに，出願理由書・調査書で「知識・理解」「思考・判断」
「関心・意欲」「主体性・協働性」を確認します。
　人間文化課程（スポーツ選択）については，小論文で「思考・判断」「技能・表現」を，面接では運動歴調
査書の記載内容も含めて「技能・表現」「関心・意欲」を評価するとともに，出願理由書・調査書で「知識・
理解」「思考・判断」「関心・意欲」「主体性・協働性」を確認します。人間文化課程（美術選択・書道選択）
については，実技検査で当該分野の基本的な「技能・表現」を評価し，面接では「技能・表現」「関心・意
欲」を評価するとともに，出願理由書・調査書で「知識・理解」「思考・判断」「関心・意欲」「主体性・協働
性」を確認します。

　⑸　私費外国人留学生入試
　日本留学試験では日本語に関する基礎的能力を含めて「知識・理解」「思考・判断」を，小論文では「思
考・判断」「技能・表現」を評価します。そして，面接では出願理由書の内容の確認も併せて「思考・判断」
「技能・表現」「関心・意欲」を評価します。

【人間文化課程】
１　課程概要　※学部分は前述

　人間文化課程は，多様な固有文化を育み，歴史的に継承されてきた地域のあり方と，そこに暮らす人間の行
動を多角的に学修し，グローバル化を踏まえた地域づくりと住民の心身両面の健やかな生活に貢献できる人材，
及び地域の来歴を踏まえ，文化を世界に向けて発信できる人材を養成します。

２　入学者に求める資質（求める学生像）　《課程分》　※学部分は前述
　⑴　知識・理解

　人間・言語・文化・芸術・スポーツについて学ぶための基礎的知識を有し，物事を論理的に考えることが
できる人

　⑵　思考・判断
　多様な特性をもつ人間・言語・文化・芸術・スポーツをめぐる諸現象を多角的に捉えることができる人

　⑶　関心・意欲
　人間・言語・文化・芸術・スポーツをめぐる諸問題について世界及び地域双方の広い観点から学ぶことに
高い関心を持つ人

　⑷　技能・表現
　人間・言語・文化・芸術・スポーツについて学ぶための語学力と基礎的な技能を身につけているとともに，
自分の考えを適切に表現し，それを積極的に発信できる人

　⑸　主体性・協働性
　人間・言語・文化・芸術・スポーツに関する学修を実践に活かし，周囲の人々と協働しながら地域社会・
国際社会の諸問題を解決しようとする強い熱意を持つ人

【地域政策課程】
１　課程概要　※学部分は前述

　地域政策課程は，東日本大震災の復興から，未来のモデルとなる持続可能な社会づくりへの道筋を見据え，
地域創生・地域マネジメントへの課題に，法学・経済学・環境学それぞれの分野の学修を軸としながら，総合
的視点から取り組むことのできる人材を養成します。
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２　入学者に求める資質（求める学生像）　《課程分》　※学部分は前述
　⑴　知識・理解

　社会・環境について学ぶための基礎的知識を有し，物事を論理的に考えることができる人
　⑵　思考・判断

　複雑に絡み合う社会・環境をめぐる諸現象を多角的に捉えることができる人
　⑶　関心・意欲

　社会・環境をめぐる諸問題について，法・経済・環境の広い観点から学ぶことに高い関心を持つ人
　⑷　技能・表現

　社会・環境に関する自分の考えをまとめ，積極的に発信しようとする人
　⑸　主体性・協働性

　法学・経済学・環境学に関する学修を実践に活かし，周囲の人々と協働して地域社会・国際社会の諸問題
を解決しようとする強い熱意を持つ人

＜別表＞検査方法と評価要素
　⑴　入学者選抜方法ごとの選抜内容

入学者選抜方法 該当選抜区分 選　　抜　　内　　容

小論文 一般（後期） 社会・文化・学問・教養などに関する事柄をテーマとして，「思考・判断」「技
能・表現」に関する基礎的な能力を判定する。

小論文
推薦（人間文化課程小論文

選択・スポーツ選択，
地域政策課程）

提示した問題・課題を通して，「思考・判断」「技能・表現」に関する基礎的な
能力を判定する。

小論文 私費外国人留学生 提示した問題・課題を通して，日本語に関する「技能・表現」，及び「思考・判
断」に関する基礎的な能力を判定する。

集団討論 アドミッション・オフィス
２次

人間文化課程では，人間と文化に関する資料（映像・文献等）に基づいて，自
分の意見や感想をまとめた後，ディスカッションを行う。地域政策課程では，提
示された社会科学・環境科学に関するテーマについてディスカッションを行い，
その後にディスカッションに関するまとめのレポートを作成する。両課程とも，
これらを通じて「思考・判断」「技能・表現」「主体性，協働性」について判定
する。

書類審査・面接 アドミッション・オフィス
１次

書類審査と，面接において課題文の要約の発表，出願理由書・実績記入書につ
いての質疑，及び１分間の自己ＰＲを行い，「思考・判断」「技能・表現」「関
心・意欲」「主体性・協働性」について判定する。

面接 アドミッション・オフィス
２次

人間文化課程では，出願理由書及び実績記入書の内容に関する質疑を行う。地
域政策課程はそのほかに集団討論に関するレポート発表も行う。両課程とも，
これらを通じて「技能・表現」「関心・意欲」について判定する。

面接 推薦
推薦書・出願理由書・調査書・運動歴調査書（人間文化課程スポーツ選択のみ）
に関する質疑を行うことによって「技能・表現」「関心・意欲」について判定す
る。

面接 私費外国人留学生 出願理由書に関する質疑を行うことによって，「技能・表現」「関心・意欲」に
ついて判定する。

実技検査 推薦（人間文化課程美術選
択・書道選択）

美術選択はデッサン，書道選択は臨書の実技検査を行うことによって，当該分野
の「技能・表現」に関する基礎的な能力を判定する。

運動歴調査書 推薦（人間文化課程
スポーツ選択）

高等学校までの校内・校外での運動歴を記入する。これによってスポーツの「技
能・表現」に関する基本的な能力を判定する。

出願理由書
アドミッション・オフィス 本学部を志望する理由を，これまでの勉学や様々な活動を通じて育まれた問題

意識，本学部の教育内容，大学卒業後の希望進路などを踏まえて記入する。「思
考・判断」「関心・意欲」を判定する際の１つの資料にする。

推薦
私費外国人留学生

調査書
アドミッション・オフィス 高等学校での科目の履修状況に加えて，教科外活動の状況やボランティア活動・

プロジェクト活動など校外での活動，各種の資格・免許取得なども評価対象とす
る。「知識・理解」「主体性・協働性」を判定する際の１つの資料とする。推薦
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　⑵　入学者選抜方法ごとの重点評価項目

※一般入試（前期日程），一般入試（後期日程）においては調査書は総合判定時の参考とする。

入学者選抜方法 該当選抜区分 知識・理解 思考・判断 技能・表現 関心・意欲 主体性・協働性

（センター試験）
一般（前期）

○ ○
一般（後期）

個別学力検査
＜教科＞ 一般（前期） ○ ○ ○

小論文

一般（後期）
推薦（人間文化課程

小論文選択・スポーツ選択，
地域政策課程）

○ ○

私費外国人留学生

書類審査・面接 アドミッション・オフィス
１次 ○ ○ ○ ○

面接

アドミッション・オフィス
２次

○ ○推薦
私費外国人留学生

集団討論 アドミッション・オフィス
２次 ○ ○ ○

実技検査 推薦（人間文化課程
美術選択・書道選択） ○

運動歴調査書 推薦（人間文化課程
スポーツ選択） ○

出願理由書
アドミッション・オフィス

○ ○推薦
私費外国人留学生

調査書
アドミッション・オフィス

○ ○
推薦

日本留学試験 私費外国人留学生 ○ ○
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教育学部（学校教育教員養成課程）

１　学部概要　※各コース部分は後述
　教育学部は，教員養成の専門学部として，教育に関する理論的・実践的な力量，教育内容とその背景をなす
諸学問の理解及び豊かな人間性・社会性を備え，地域の要請に応えつつ，教員としての意欲と高い使命感を
もって教育に取り組むことができる教員の養成を目的としています。

２　入学者に求める資質（求める学生像）　《学部共通》
　⑴　知識・理解・技能
　・　幅広い教養教育と教員になるための専門教育に主体的に取り組む基礎となる知識・技能を有する人
　⑵　思考・判断・表現
　・　知識を活用し論理的に思考・判断する資質・能力を有する人
　・　多面的な考え方や協調性を尊重するとともに，自分の考えを表現できるコミュニケーション能力を有する人
　⑶　関心・意欲・態度
　・　学校教育に関わる種々の問題に関心を持ち，教員として社会に貢献する強い意欲を有する人
　・　豊かな人間性と子どもに対する深い愛情を有する人
　・　生涯学び続ける態度を有する人

３　入学前に修得しておくことを期待する内容　《学部共通部分》　※各コースの特徴は後述
　教育学部では，できるだけ幅広い教科・科目について基礎的な内容を修得していることが望まれます。さら
に得意な分野等については，より学習を深め，科目全般についての学習内容を理解し確かな知識・技能を修得
していることが望まれます。また学力の基本となる読解力と文章構成力を身につけていることが望まれます。
※　具体的な履修要件や入試科目は，入試区分や学部等毎で個別に示しますので，各募集要項で確認してくだ

さい。

４　入学者選抜の基本方針　《学部共通》
　⑴　一般入試（前期日程）

　大学入試センター試験で「知識・理解」「思考・判断」を評価します。小学校教育コース・中学校教育コー
ス（音楽・美術・保健体育以外）・理数教育コース・特別支援教育コースの個別試験ではこれらに加え「表
現」を，中学校教育コース（音楽・美術・保健体育）の個別試験ではこれらに加え「表現」「技能」「関心・
意欲・態度」を評価します。

　⑵　一般入試（後期日程）
　大学入試センター試験で「知識・理解」「思考・判断」を評価します。小学校教育コース・特別支援教育
コースの個別試験ではこれらに加え「表現」「関心・意欲・態度」を評価します。

　⑶　推薦入試Ⅰ
　小学校教育コース・中学校教育コース（英語）・理数教育コース・特別支援教育コースの小論文では「知
識・理解」「思考・判断・表現」「関心・意欲・態度」を評価します。中学校教育コース（美術）の実技検査
では「技能」を中心に，「思考・判断・表現」「関心・意欲・態度」を評価します。小学校教育コース・中学
校教育コース（美術）・理数教育コース・特別支援教育コースの面接では「関心・意欲・態度」を中心に，中
学校教育コース（英語）の面接では「関心・意欲・態度」「技能（英語の運用能力）」を中心にそれぞれ評価
します。出願理由書は「思考・判断・表現」「関心・意欲・態度」を中心に，調査書は「知識・理解」を中心
に，面接で判定を行う際の基礎資料として活用します。

　⑷　私費外国人留学生入試
　日本留学試験では日本語に関する基礎的能力を含めて「知識・理解」「技能」を評価します。面接では出願
理由書の内容の確認も併せて「思考・判断・表現」「関心・意欲・態度」を，中学校教育コース（音楽・美
術）ではこれらに加え「技能」を評価します。

【小学校教育コース】
１　コース概要　※学部分は前述

　小学校教育コースは，人間の成長過程で重要な位置を占める小学校段階の教育を担う教員の養成を目的とし
ています。本コースでは，小学校教育に関わる教科指導と生活指導に関する専門的知識・技能および実践的指
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導力に加え，小学校教育への使命感と豊かな人間性を持った教員を養成します。

２　入学者に求める資質（求める学生像）　《コース分》　※学部共通項を参照

３　入学前に修得しておくことを期待する内容　《コース分》　※学部分は前述
　小学校教育コースにおいては，幅広い教科についての基礎学力が必要とされ，広い学びと深い学びを両立で
きる意欲と学力を有していることが望まれます。
※　具体的な履修要件や入試科目は，入試区分や学部等毎で個別に示しますので，各募集要項で確認してくだ

さい。

【中学校教育コース】
１　コース概要　※学部分は前述

　中学校教育コースは，特定の教科に関する専門性を備え，生徒の発達に応じて適切に指導できる中学校教員
の養成を目的としています。本コースでは，教科に関する専門的な学力とともに，生活指導に関する専門的知
識・技能および実践的指導力を有し，中学校教育への使命感と豊かな人間性を持った教員を養成します。

２　入学者に求める資質（求める学生像）　《コース分》　※学部共通項を参照

３　入学前に修得しておくことを期待する内容　《コース分》　※学部分は前述
　中学校教育コースにおいては，できるだけ幅広い教科についての基礎学力とともに特に専門とする教科につ
いての深い関心と学力を有していることが望まれます。
※　具体的な履修要件や入試科目は，入試区分や学部等毎で個別に示しますので，各募集要項で確認してくだ

さい。

【理数教育コース】
１　コース概要　※学部分は前述

　理数教育コースは，子どもたちに理科・数学に関する確かな学力や学ぶことの大切さを伝えるとともに，子
どもたちの科学的な思考力や創造性を育成する理数教育の担い手として，小学校における理科・算数の教科
リーダーとなる教員，また中学校における高い専門性を備えた理科・数学の教員を養成します。

２　入学者に求める資質（求める学生像）　《コース分》　※学部共通項を参照

３　入学前に修得しておくことを期待する内容　《コース分》　※学部分は前述
　理数教育コースにおいては，できるだけ幅広い教科についての基礎学力とともに特に自然科学・数学分野に
おける旺盛な探究心と学力を有していることが望まれます。
※　具体的な履修要件や入試科目は，入試区分や学部等毎で個別に示しますので，各募集要項で確認してくだ

さい。

【特別支援教育コース】
１　コース概要　※学部分は前述

　特別支援教育コースは，特別支援学校，特別支援学級，小学校・中学校等の通常の学級に在籍する特別な支
援を必要とする子どもに対して，主体的取り組みを支援する観点から教育的ニーズを把握し，適確に指導・支
援できる教員を養成します。

２　入学者に求める資質（求める学生像）　《コース分》　※学部共通項を参照

３　入学前に修得しておくことを期待する内容　《コース分》　※学部分は前述
　特別支援教育コースにおいては，特別支援教育の基礎として前述の「小学校教育コース」または「中学校教
育コース」に準じた能力を有していることが望まれます。加えて，特別支援教育への熱意，多様な子ども一人
ひとりに寄り添うことができる感性を有していることが望まれます。
※　具体的な履修要件や入試科目は，入試区分や学部等毎で個別に示しますので，各募集要項で確認してくだ

さい。
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＜別表＞検査方法と評価要素のマトリックス表
　⑴　入学者選抜方法ごとの選抜内容

　⑵　入学者選抜方法ごとの重点評価項目

　⑴　中学校教育コース（英語）では「技能（英語の運用能力）」を評価する。
　⑵　中学校教育コース（音楽・美術）では「技能（実技能力）」を評価する。
※一般入試（前期日程），一般入試（後期日程）においては調査書は総合判定時の参考とする。

入学者選抜方法 該当入試区分 選　　抜　　内　　容

小論文 一般（後期）
学校教育に関連する基礎的な「知識・理解」を踏まえて，教職を目指す者とし
てふさわしい「思考・判断・表現」「関心・意欲・態度」を有しているかを評
価する。

小論文 推薦Ⅰ
学校教育に関連する基礎的な「知識・理解」を踏まえて，教職を目指す者とし
てふさわしい「思考・判断・表現」「関心・意欲・態度」を有しているかを評
価する。

面接 一般（前期）・美術
学校教育に関連する基礎的な「知識・理解」を踏まえて，教職を目指す者とし
てふさわしい「思考・判断・表現」「関心・意欲・態度」を有しているかを評
価する。

面接 推薦Ⅰ

学校教育に関連する基礎的な「知識・理解」を踏まえて，教職を目指す者とし
てふさわしい「思考・判断・表現」「関心・意欲・態度」を有しているかを評
価する。中学校教育コース（英語）ではこれらに加えて「技能（英語の運用能
力）」を評価する。

面接 私費外国人留学生

学校教育に関連する基礎的な「知識・理解」を踏まえて，教職を目指す者とし
てふさわしい「思考・判断・表現」「関心・意欲・態度」を有しているかを評
価する。中学校教育コース（音楽・美術）ではこれらに加えて「技能（実技能
力）」を評価する。

実技検査 一般（前期）
音楽・美術・保健体育

教職を目指す者としてふさわしい「技能」を中心に，「思考・判断・表現」「関
心・意欲・態度」を有しているかを評価する。

実技検査 推薦Ⅰ・美術 教職を目指す者としてふさわしい「技能」を中心に，「思考・判断・表現」「関
心・意欲・態度」を有しているかを評価する。

運動歴調査書 一般（前期）・保健体育 競技成績等の運動歴を通じて保健体育科教師としてふさわしい運動技能を保有
しているかを評価する。

出願理由書 推薦Ⅰ
私費外国人留学生

「思考・判断・表現」「関心・意欲・態度」を中心に，面接で判定を行う際の
基礎資料として活用する。

調査書 推薦Ⅰ 「知識・理解」を中心に，面接で判定を行う際の基礎資料として活用する。

入学者選抜方法 該当入試区分 知識・理解 技　　能 思考・判断・表現 関心・意欲・態度

（センター試験）
一般（前期）
一般（後期）

○
○

○
○

但し，表現を除く

個別学力検査
〈教科〉 一般（前期） ○ ○

小論文 一般（後期）
推薦Ⅰ

○
○

○
○

○
○

面接
一般（前期）・美術

推薦Ⅰ
私費外国人留学生

○
○ ○⑴

○⑵

○
○
○

○
○
○

実技検査

一般（前期）・音楽
美術

保健体育
推薦Ⅰ・美術

○
○
○
○

運動歴調査書 一般（前期）・保健体育 ○

出願理由書 推薦Ⅰ
私費外国人留学生 ○ ○

調査書 推薦Ⅰ ○

日本留学試験 私費外国人留学生 ○ ○
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理工学部

１　学部概要　※各学科・コース・プログラム分は後述
　理工学部は，理工学分野又は工学分野の基礎学力と科学技術分野に関する課題を解決するために必要な専門
的能力を有し，グローバルな視点に立ちながら地域社会づくりやイノベーション創出に貢献できる技術者と研
究者，次世代の優秀な理系人材を育成する教育者の養成を行います。また，持続可能な社会の発展のために，
理工学分野の基礎から応用までの広範な研究を推進します。

２　入学者に求める資質（求める学生像）　《学部共通部分》　※各学科・コース・プログラム分は後述
　⑴　関心・意欲

・　科学技術の発展に必要とされる理工学や工学分野に強い関心と学ぶ意欲があり，更には地域や社会にお
ける課題への理解力と地域貢献への意欲を持ちつつ明確な目標を持って行動できる人

　⑵　知識・技能
・　高等学校卒業レベルの幅広い基礎学力を持つとともに，理工学および工学分野の学修に関連する科目に

関する基礎的な知識をもち，その知識を展開する技能を持つ人
　⑶　思考力・判断力

・　理工学分野又は工学分野における課題を発見・探求し，解決したいという積極性を持ち，広い視野で論
理的に思考を深めて適切に判断できる人

　⑷　表現力・コミュニケーション能力
・　周囲とコミュニケーションが円滑にとれ，必要な相手に伝えたいことを表現できる人

　⑸　主体性・創造性・協働性
・　多様な経験をもとに協働して学び，主体的に創造性豊かな発想ができる人

３　入学前に修得しておくことを期待する内容　※コース・プログラム毎に後述

４　入学者選抜の基本方針　※コース・プログラム毎に後述

【化学・生命理工学科】
１　学科概要　※学部分は前述，各コース分は後述

　化学・生命理工学科では，化学及び生命に関連する科学技術分野の理工学的な諸課題を解決するための理学
的な基礎学力と工学的な応用学力を統合した総合学力を有し，国際的視点に立ちながら地域社会づくりに貢献
できる研究者や技術者，教育者の育成を行います。また，持続可能な社会の発展のために，化学及び生命理工
学分野の基礎から応用までの広範な研究を推進します。

２　入学者に求める資質（求める学生像）《学科共通分》　※学部分は前述，各コース分は後述
　・　化学及び生命理工学の学修に必要な基礎学力
　・　化学・生命分野における豊かな発想力と論理的な思考力
　・　化学・生命分野における課題を探究し，解決したいという積極性

３　入学前に修得しておくことを期待する内容　※コース毎に後述

４　入学者選抜の基本方針　※コース毎に後述

※　各コース・プログラム単位の内容については，下記のURLを参照してください。
　https://www.iwate-u.ac.jp/admission/general/policy.html
＜化学コース＞
＜生命コース＞

【物理・材料理工学科】
１　学科概要　※学部分は前述，各コース分は後述

　物理・材料理工学科では，数理科学，物理科学，物質科学，材料工学の各分野を担える広範な専門基礎学力
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と，関連する諸課題を探究し解決できる能力を有し，地域社会と国際社会の持続発展に貢献できる人間性豊か
な技術者，研究者，教育者の育成を行います。

２　入学者に求める資質（求める学生像）　《学科共通分》※学部分は前述，各コース分は後述
・　高校教育の中で，数学，物理，化学，英語などを十分に学習し，本学科の学修に必要な基礎学力
・　数理科学，物理科学，物質科学，材料工学に強い関心を持ち，環境との調和に留意しつつ，これらの発展

に大きな貢献をしたいという意欲
・　強い勉学意欲と，新しい課題に挑戦する積極性

３　入学前に修得しておくことを期待する内容　※コース毎の後述

４　入学者選抜の基本方針　※コース毎に後述
　※　各コース・プログラム単位の内容については，下記のURLを参照してください。
　https://www.iwate-u.ac.jp/admission/general/policy.html
＜数理・物理コース＞
＜マテリアルコース＞

【システム創成工学科】
１　学科概要　※学部分は前述，各コース分は後述

　システム創成工学科では，電気電子通信，知能・メディア情報，機械科学，社会基盤・環境の各科学技術分
野に関する広範な基礎学力と工学分野における課題を探求し，解決するために必要な専門的能力を有し，地域
社会と国際社会の持続的発展に貢献できる技術者や研究者の育成を行います。

２　入学者に求める資質（求める学生像）　《学科共通分》※学部分は前述，各コース分は後述
・　システム創成工学を学ぶに相応しい数学，物理，化学，英語などの基礎学力
・　電気電子通信，知能・メディア情報，機械科学，社会基盤・環境の各分野に強い関心を持ち，豊かな発想

力と論理的な思考力を有し，自ら積極的に勉学しようとする意欲
・　システム創成工学分野における課題を積極的に解決しようとする探求心

３　入学前に修得しておくことを期待する内容　※コース毎に後述

４　入学者選抜の基本方針　※コース毎の後述
　※　各コース・プログラム単位の内容については，下記のURLを参照してください。
　https://www.iwate-u.ac.jp/admission/general/policy.html
＜電気電子通信コース＞
＜知能・メディア情報コース＞
＜機械科学コース＞
＜社会基盤・環境コース＞

【特別プログラム（３プログラム）】
　理工学部には，次の特別プログラムがあります。特別プログラム履修者は，所属する学科及びコースが求める
能力・資質に加え，それぞれの特別プログラムが求める能力・資質を備えた入学者を求めています。

　※　各コース・プログラム単位の内容については，下記のURLを参照してください。
　https://www.iwate-u.ac.jp/admission/general/policy.html
＜先端理工学特別プログラム＞
　〔全学科対象〕
＜地域創生特別プログラム〈ものづくり系〉＞
　〔システム創成工学科の電気電子通信コース，知能・メディア情報コース及び機械科学コースが対象〕
＜地域創生特別プログラム〈防災・まちづくり系〉＞
　〔システム創成工学科の社会基盤・環境コースが対象〕
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（各コース共通）
＜別表＞検査方法と評価要素のマトリックス表＜各コース・各プログラムで共通＞
　⑴　入学者選抜方法ごとの選抜内容

　⑵　入学者選抜方法ごとの重点評価項目[入学者選抜方法と求める学生像の関係性]

※一般入試（前期日程），一般入試（後期日程）においては調査書は総合判定時の参考とする。

入学者選抜方法 該当入試区分 選　　抜　　内　　容

個人面接

ＡＯⅡ
編入学試験

私費外国人留学生
入試・前期日程試験

複数の面接担当者による個人面接を行います。志望理由について面接を行い，
提出書類に関する確認を行う場合もあります。理工系科学者・技術者として将
来社会に貢献する意欲等を評価します。

個人面接
（口頭試問を含む）

推薦Ⅰ
ＡＯⅠ

複数の面接担当者による個人面接を行います。志望理由や当該専門分野に関す
る一般的知識について面接を行います。高校の基礎学力を確認するために，口
頭試問を行います。

プレゼン
テーション

ＡＯⅠ
ＡＯⅡ

各プログラムにおいて出された課題に対する関心・意欲・知識・技能，思考
力・判断力，表現力・コミュニケーション能力，主体性・創造性・協働性を総
合的に評価します。

出願理由書・
志望理由書

推薦Ⅰ
ＡＯⅠ

志望するコースやプログラムへの出願・志望理由について1,000または800字程
度を自筆で作成してください。志望理由が，各コース・各プログラムの入学者
受入の方針に合致しているかを総合的に評価します。

推薦書・
自己推薦書

推薦Ⅰ
ＡＯⅠ
ＡＯⅡ

推薦書については，文字数は任意です。自己推薦書については，志望するプロ
グラムにより400または2,000字程度を自筆で作成してください。各プログラム
で学修する適性と意欲について総合的に評価します。

調査書
推薦Ⅰ
ＡＯⅠ
ＡＯⅡ

高等学校での学力および生活状況（特別活動・指導上の参考となる諸事項等）
について総合的に評価します。各プログラムにおいては，資格・検定試験の成
績等のほか，プロジェクト活動やボランティア活動の実績，海外留学等の多様
な経験がある場合には参考資料とすることもありますので詳細に記載してくだ
さい。

入学者選抜方法 該当入試区分 関心・意欲 知識・技能 思考力・
判断力

表現力・コ
ミュニケー
ション能力

主体性・創造
性・協働性

（センター試験）
一般（前期）
一般（後期）

ＡＯⅡ
○ ○

個別学力検査
＜教科＞

一般（前期）
一般（後期）
編入学試験

○ ○

個人面接

ＡＯⅡ
編入学試験
私費外国人
留学生入試

○ ○

個人面接
（口頭試問を含む）

推薦Ⅰ ○ ○ ○ ○ ○

ＡＯⅠ ○ ○ ○ ○

プレゼン
テーション

ＡＯⅠ ○ ○ ○ ○

ＡＯⅡ ○ ○ ○ ○ ○

出願/志望理由書・
（自己）推薦書

推薦Ⅰ
ＡＯⅡ ○ ○

ＡＯⅠ ○ ○

調査書
推薦Ⅰ
ＡＯⅠ
ＡＯⅡ

○ ○ ○
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農学部

１　学部概要　※各学科分は後述
　農学部は，幅広く深い教養と豊かな人間性を基礎として，農学の重要分野である植物生命，応用生物化学，
森林科学，食料生産環境，動物科学，獣医学の専門分野における，基礎的・応用的な専門知識と技能を修得す
ることにより，地域および国際社会の食料・生命・環境の諸問題の解決に貢献できる人材の養成を目的として
います。

２　入学者に求める資質（求める学生像）　《学部共通部分》　※各学科分は後述
　⑴　知識・理解
　　・　農学分野の自然科学，生命科学，社会科学等を学ぶに相応しい基礎学力を有する人
　⑵　思考・判断
　　・　農学分野に関するグローバルな問題を地域の視点から論理的にとらえる思考力を有する人
　⑶　関心・意欲・態度
　　・　生命の尊さを知り，食料生産技術や生物資源の開発と利用について専門的知識を修得する意欲のある人
　⑷　技能・表現
　　・　農学分野に関する論理的思考力を有し，持続可能な社会の実現に向けて行動できる人

３　入学前に修得しておくことを期待する内容　《学部共通》
　・　理科，数学―内容の理解と応用力
　・　英語，国語―基礎的な読解力，表現力，文章力
　・　地歴・公民―基礎的内容の理解

※　具体的な履修要件や入試科目は，入試区分や学部等毎で個別に示しますので，各募集要項で確認してくだ
さい。

４　入学者選抜の基本方針　《学部共通》
　⑴　一般入試（前期日程）

　大学入試センター試験で「知識・理解」「思考・判断」を評価します。個別学力検査ではこれらに加え「技
能・表現」を評価します。

　⑵　一般入試（後期日程）
　大学入試センター試験で「知識・理解」「思考・判断」を評価します。個別学力検査では「思考・判断」
「技能・表現」を評価します。

　⑶　推薦入試Ⅰ
　小論文試験で「知識・理解」「思考・判断」「技能・表現」を評価します。面接および出願理由書では「関
心・意欲・態度」を，調査書では「知識・理解」を中心に総合的に評価します。

　⑷　推薦入試Ⅱ
　大学入試センター試験で「知識・理解」「思考・判断」を評価します。面接および出願理由書では「思考・
判断」「関心・意欲・態度」「技能・表現」を評価し，調査書では「知識・理解」を中心に総合的に評価しま
す。

　⑸　私費外国人留学生入試
　日本留学試験で，日本語力を含めて「知識・理解」「思考・判断」を評価します。面接および出願理由書で
は「関心・意欲・態度」を評価します。

【植物生命科学科】
１　学科概要　※学部分は前述

　植物生命科学科では，植物および昆虫の生命現象と農学に関連する生命の機能を解明するための基礎知識を
生物学や化学的な観点で学習します。さらに，農産物や農業生物を有益な資源として生かすために生命科学技
術ならびに論理を学びます。
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２　入学者に求める資質（求める学生像）　《学科分》　※学部分は前述
　⑴　知識・理解・思考・判断
　　・　生命機能の解明や生命資源利用を学ぶに相応しい基礎学力を有する人
　　・　生命科学や生命資源の可能性を数量的・論理的に推理・解析できる分析力を有する人
　⑵　関心・意欲・態度・技能・表現
　　・　食料の安定供給と環境負荷低減を両立させる戦略・論理・技術を学ぶ意欲のある人
　　・　新たな生命現象や未利用資源に関する成果を社会へ還元する行動力のある人

【応用生物化学科】
１　学科概要　※学部分は前述

　応用生物化学科では，生命の現象，食品素材の特性，生物圏での物質の動きを理解するための基礎知識を化
学的な視点から学習するとともに，それらに関連する実験技術を修得します。これらをもとに，微生物・動
物・植物資源の有効利用や生物機能の応用についても学びます。

２　入学者に求める資質（求める学生像）　《学科分》　※学部分は前述
　⑴　知識・理解・思考・判断
　　・　生命現象の解明と応用を学ぶに相応しい基礎学力を有する人
　　・　食品素材特性の解明と応用を学ぶに相応しい基礎学力を有する人
　　・　生物圏での物質の動きの解明と応用を学ぶに相応しい基礎学力を有する人
　⑵　関心・意欲・態度・技能・表現
　　・　微生物や酵素の高度利用について専門的知識を修得する意欲のある人
　　・　健康と食品機能について専門的知識を修得する意欲のある人
　　・　食料生産と生物圏の化学的な解明について専門的知識を修得する意欲のある人

【森林科学科】
１　学科概要　※学部分は前述

　森林科学科では，東北地域の恵まれた自然環境を背景として，森林の持つ多様な環境保全機能や樹木資源の
生産と利用，自然生態系の保全・管理，防災を含めた幅広い分野について総合的に学びます。これらをもとに，
自然との共生関係を築きながら発展できる地域社会の実現に貢献する人材を育成します。

２　入学者に求める資質（求める学生像）　《学科分》　※学部分は前述
　⑴　知識・理解・思考・判断
　　・　森林科学を学ぶに相応しい基礎学力を有する人
　　・　多様な機能を活かした森づくりと利用・保全に関する知識と技術の修得に相応しい基礎学力を有する人
　⑵　関心・意欲・態度・技能・表現
　　・　森林の多面的機能を最大限に発揮できる森づくりに必要な知識と技術について学ぶ意欲のある人
　　・　森林里山地域の自然生態系に配慮した適切な資源の利用と管理について学ぶ意欲のある人
　　・　再生可能資源である木質バイオマスの総合的かつ持続的利用法について学ぶ意欲のある人

【食料生産環境学科】
１　学科概要　※学部分は前述

　食料生産環境学科では，農業の生産基盤の整備や生活環境の向上，農村の生態系，文化・景観の保全や災害
に強い地域づくり，食を取り巻く環境の急速なグローバル化および農業就業人口の減少や高齢化に対応する食
料生産技術の高度化，農産物の保存・流通，６次産業化，農業経営の高度化，さらに持続可能な水産資源の管
理や漁獲・増養殖，加工技術の改良と開発，グローバルな視野に立った新たな流通体系などの科学と技術を学
びます。

２　入学者に求める資質（求める学生像）　《学科分》　※学部分は前述
＜農村地域デザイン学コース・食産業システム学コース＞
　⑴　知識・理解・思考・判断
　　・　農業生産基盤の整備と農村環境の保全，地域振興に関して学ぶに相応しい基礎学力を有する人

− 12 −



・　食料生産技術，農産物の保存・流通，６次産業化，および農業経営に関する知識と技術の修得に相応し
い基礎学力を有する人

　⑵　関心・意欲・態度・技能・表現
・　農村地域の持続的発展のために，地域資源の適切な利用・管理と農村環境の保全，および地域振興につ

いて多面的に学ぶ意欲のある人
・　食料生産環境の科学的な解明や，農作業の快適化と効率化，農産物の保全と流通システムの構築，農業

廃棄物の有効利用に関する理論と技術を学ぶ意欲のある人
・　グローバル化に対応した農業経営の高度化，グリーンツーリズムや観光を含めた農業の６次産業化や農

業情報の利活用について学ぶ意欲のある人

＜水産システム学コース＞
　⑴　知識・理解・思考・判断

・　水産資源の管理・生産，その利活用，流通・販売に関する自然科学・社会科学の広い学問領域を学ぶに
相応しい基礎学力を有する人

・　日本と世界の水産業の持続的発展の問題解決に必要な基礎的な思考・判断力を有する人
　⑵　関心・意欲・態度・技能・表現

・　三陸地域の社会と水産業に関心を持ち，東日本大震災からの復興と水産業の課題に取り組む意欲のある人
・　日本と世界の水産業の持続的発展の諸課題に関心を持ち，問題解決に取り組む意欲のある人
・　水産業に関わる専門家としての高い倫理観を持ち，真摯に責任をもって持続的水産業構築の諸課題につ

いて積極的に携わる態度を備えた人

【動物科学科】
１　学科概要　※学部分は前述

　動物科学科では，産業動物，実験動物，野生動物，展示動物などの様々な動物種および飼料作物などを対象
に，広く生命科学の基礎知識を学習するとともに，関連した実験技術を修得します。これらをもとに，人と動
物が共生する地域社会の創造や動物関連産業の発展，生命科学の発展に貢献できる国際的視野を持った人材を
育成します。

２　入学者に求める資質（求める学生像）　《学科分》　※学部分は前述
　⑴　知識・理解・思考・判断
　　・　生命現象の解明と応用を学ぶに相応しい基礎学力を有する人
　　・　動物生産および動物科学に関する知識と技術の修得に相応しい基礎学力を有する人
　⑵　関心・意欲・態度・技能・表現
　　・　動物科学への強い関心を有し，課題の探求と解決に取り組む意欲のある人
　　・　動物に関連した産業の諸問題の探求と解決に取り組む意欲のある人
　　・　グローバルな視点から，動物に関連した産業の持続的発展に積極的な意欲を有する人

【共同獣医学科】
１　学科概要　※学部分は前述

　共同獣医学科は，獣医師は人類と動物の健康と福祉に貢献するという理念に基づき，高度獣医療の提供，人
類の健康と食の安全，生命科学研究の発展に活躍できる国際的な視野を持つ人材を育成します。

２　入学者に求める資質（求める学生像）　《学科分》　※学部分は前述
　⑴　知識・理解・思考・判断
　　・　獣医学を学ぶに相応しい基礎学力を有する人
　　・　動物の生命現象と病態に関する課題を探求し，グローバルな視野から論理的に解決する思考力を有する人
　⑵　関心・意欲・態度・技能・表現
　　・　動物の生命現象と病態に関心を持ち，それを継続して探求しようとする意欲のある人
　　・　自己を啓発し実行力に優れ，獣医学の発展ならびに社会に貢献しようとする意欲のある人
　　・　獣医師として，国際的な交流・協力を推進し，世界に学び世界に貢献しようとする意欲のある人
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＜別表＞検査方法と評価要素
　⑴　入学者選抜方法ごとの選抜内容

　⑵　入学者選抜方法ごとの重点評価項目

＊一般入試（前期日程），一般入試（後期日程）においては，調査書は総合判定時の参考とする。　

入学者選抜方法 該当入試区分 選　　抜　　内　　容

小論文 推薦Ⅰ
一般（後期）

文章を客観的に読解把握する力や，内容に対する自らの考え方を述べる力を検
査します。

個人面接
推薦Ⅰ
推薦Ⅱ

私費外国人

複数の面接担当者による個人面接を行います。加えて推薦Ⅱでは，当日提示さ
れる課題に対して自らの考えを説明する面接を行います。

出願理由書
推薦Ⅰ
推薦Ⅱ

私費外国人
入学を希望する理由を本人が記入します。

調査書＊ 推薦Ⅰ
推薦Ⅱ 学習の記録を中心に総合的に評価します。

入学者選抜方法 該当入試区分 知識・理解 思考・判断 関心・意欲・態度 技能・表現

（センター試験）
一般（前期）
一般（後期）

推薦Ⅱ
○ ○

個別学力検査
＜教科＞ 一般（前期） ○ ○ ○

小論文
一般（後期） ○ ○

推薦Ⅰ ◯ ◯ ◯

個人面接
推薦Ⅰ

私費外国人 ○

推薦Ⅱ ○ ○ ○

出願理由書
推薦Ⅰ
推薦Ⅱ

私費外国人
○

調査書＊ 推薦Ⅰ
推薦Ⅱ ○ ○

（日本留学試験） 私費外国人 ○ ○
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学
　
部

学　科　・　課　程　等 入学
定員

募　　集　　人　　員

備　　　考一般入試 推薦入試 ＡＯ入試 私 費
外国人
留学生
入 試前期日程 後期日程 Ⅰ Ⅱ 被 災 者

特別選抜 Ⅰ Ⅱ

人
文
社
会
科
学
部

人 間 文 化 課 程 125 60 20 ※1 40 5 若干名
※1 

　推薦入試Ⅰ
　募集人員内訳
　小論文選択 20
　スポーツ選択 7
　美術選択 9
　書道選択 4

地 域 政 策 課 程 75 43 14 15 3 若干名

計 200 103 34 55 8 若干名

教
　
育
　
学
　
部

学校教育
教員養成
課　　程

小 学 校 教 育 コ ー ス 85 45 15 25 若干名

※2 

　数学サブコース
及 び 理 科 サ ブ
コースの推薦入

　試Ⅰの入学者は，
　「 小 学 校 教 育 専
　修」に所属するこ
　とになります。

中 学 校
教 育
コ ー ス

国語サブコース

33

5 若干名

社会サブコース 5 若干名

技術サブコース 3 若干名

家庭サブコース 3 若干名

英語サブコース 5 3 若干名

音楽サブコース 3 若干名

美術サブコース 2 1 若干名

保健体育サブコース 3 若干名

理 数
教 育
コ ー ス

数学サブコース
32

12 ※2 5 若干名

理科サブコース 10 ※2 5 若干名

特 別 支 援 教 育 コ ー ス 10 5 2 3 若干名

計 160 101 17 42 若干名

理
　
　
工
　
　
学
　
　
部

化学・生命理工学科
化 学 コ ー ス

90
38 12 10 若干名

5
若干名 被災者特別選抜は，

東日本大震災によ
り被害を受け，将来，
被災地域の復興に
熱意を有する高校
生を対象に行う試
験です。

ＡＯ入試Ⅰは地域
創生特別プログラ
ムの募集人員で，Ａ
Ｏ入試Ⅱは先端理
工学特別プログラ
ムの募集人員とな
ります。

生 命 コ ー ス 17 5 3 若干名 若干名

物理・材料理工学科
数理・物理コース

80
22 4 4 若干名

5
若干名

マテリアルコース 29 9 7 若干名 若干名

システム創成工学科

電気電子通信コース

270

38 12 10 若干名

5
5

若干名

知能・メディア情報コース 35 12 8 若干名 若干名

機械科学コース 50 15 15 若干名 若干名

社会基盤・環境コース 38 10 12 若干名 5 若干名

計 440 267 79 69 若干名 10 15 若干名

農
　
　
学
　
　
部

植 物 生 命 科 学 科 40 30 5 5 若干名

共同獣医学科の修
業年限は，６年です。

応 用 生 物 化 学 科 40 29 6 5 若干名

森 林 科 学 科 30 20 5 5 若干名

食料生産環境学科
農村地域デザイン学コース
食産業システム学コース 60

29 5 6 若干名

水産システム学コース 11 3 6 若干名

動 物 科 学 科 30 22 3 5 若干名

共 同 獣 医 学 科 30 23 4 3 若干名

計 230 164 31 32 3 若干名

合　　　　　　　　　　計 1,030 635 161 198 3 若干名 18 15 若干名

・教育学部の入学定員は学校教育教員養成課程160名ですが，入学定員欄にはコース毎の募集人員計を表示しています。
・推薦入試及びアドミッション・オフィス入試（ＡＯ入試）の合格者が募集人員に満たない場合，その欠員補充は一般入試で行います。

⎫
⎭

⎫
⎭
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４　大学入試センター試験の受験を要する教科・科目の確認について
　一般入試に出願することができる者は，「令和２年度大学入試センター試験」の教科・科目のうち，各学部（学
科・課程等）が指定した下記の教科・科目を受験した者に限ります。指定した教科・科目を１科目でも受験しな
かった場合には，出願できません。受験を要する教科・科目は，志願する学部（学科・課程等）により異なって
いますので十分に注意してください。
　出願に当たっては，志願者自身が以下の確認表を利用して，志願する学部（学科・課程等）の受験科目をチェ
ックし，出願資格を満たしていることを必ず確認してから，出願するようにしてください。

◎大学入試センター試験の受験を要する教科・科目確認表

人文社会科学部【前期日程】
［６教科６科目］

人文社会科学部【後期日程】
［３教科３科目］

教　　科 科　　　　　目 確認欄

国 語 国語

地 歴 世界史Ａ，世界史Ｂ，日本史Ａ，日本史Ｂ，地理Ａ，地理Ｂから１科目

公 民 現代社会，倫理，政治・経済，「倫理，政治・経済」から１科目

数 学
数学Ⅰ，「数学Ⅰ・数学Ａ」

数学Ⅱ，「数学Ⅱ・数学Ｂ」，簿記・会計，情報関係基礎

理 科
物理基礎，化学基礎，生物基礎，地学基礎

物理，化学，生物，地学

外 国 語 英語（リスニングテストを含む），ドイツ語，フランス語，中国語，韓国語から１科目

⎫
⎬
⎭

から１科目
（注１ 21ページ参照）

⎫
⎬
⎭

から１科目
（注２ 21ページ参照）

教　　科 科　　　　　目 確認欄

国 語 国語

地 歴・ 公 民
世界史Ａ，世界史Ｂ，日本史Ａ，日本史Ｂ，地理Ａ，地理Ｂ

現代社会，倫理，政治・経済，「倫理，政治・経済」

数 学
数学Ⅰ，「数学Ⅰ・数学Ａ」

数学Ⅱ，「数学Ⅱ・数学Ｂ」，簿記・会計，情報関係基礎

理 科
物理基礎，化学基礎，生物基礎，地学基礎

物理，化学，生物，地学

外 国 語 英語（リスニングテストを含む），ドイツ語，フランス語，中国語，韓国語から１科目

⎫
⎬
⎭

から１科目
（注１ 21ページ参照）
（注２ 21ページ参照）
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教育学部　学校教育教員養成課程（小学校教育コース，中学校教育コース※，特別支援教育コース）
　※　中学校教育コースは前期日程のみ

［５教科７科目又は６教科７科目］

教育学部　学校教育教員養成課程（理数教育コース※）
　※　理数教育コースは前期日程のみ

［５教科７科目］

教　　科 科　　　　　目 確認欄

国 語 国語

数 学
「数学Ⅰ・数学Ａ」

「数学Ⅱ・数学Ｂ」，簿記・会計，情報関係基礎から１科目　（注１ 21ページ参照）

地 歴・ 公 民

世界史Ａ，世界史Ｂ，日本史Ａ，日本史Ｂ，

地理Ａ，地理Ｂから１科目

現代社会，倫理，政治・経済，

「倫理，政治・経済」から１科目

理 科
物理基礎，化学基礎，生物基礎，地学基礎

物理，化学，生物，地学

外 国 語 英語（リスニングテストを含む），ドイツ語，フランス語，中国語，韓国語から１科目

⎫
⎬
⎭

から１科目
又は２科目

⎫
⎬
⎭

から１科目
又は２科目（注２ 21ページ参照）

教　　科 科　　　　　目 確認欄

国 語 国語

数 学
「数学Ⅰ・数学Ａ」

「数学Ⅱ・数学Ｂ」，簿記・会計，情報関係基礎から１科目　（注１ 21ページ参照）

地 歴・ 公 民

世界史Ａ，世界史Ｂ，日本史Ａ，日本史Ｂ，

地理Ａ，地理Ｂ

現代社会，倫理，政治・経済，「倫理，政治・経済」

理 科
物理基礎，化学基礎，生物基礎，地学基礎

物理，化学，生物，地学

外 国 語 英語（リスニングテストを含む），ドイツ語，フランス語，中国語，韓国語から１科目

⎫
⎬
⎭

から３科目

⎫
⎬
⎭

から２科目
（注２ 21ページ参照）

⎫
⎬
⎭

から１科目
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理工学部
［５教科７科目］

農学部（植物生命科学科，応用生物化学科，森林科学科，食料生産環境学科，動物科学科）
［５教科７科目］

農学部（共同獣医学科）
［５教科７科目］

（注１）「数学」において，「簿記・会計」及び「情報関係基礎」を選択解答できる者は，高等学校又は中等教育
学校においてこれらの科目を履修した者及び文部科学大臣の指定を受けた専修学校高等課程の修了（見込
み）者に限ります。

（注２）「理科」において，基礎を付した科目（物理基礎，化学基礎，生物基礎，地学基礎）については，２科目
の受験で他の教科・科目の１科目とみなします。

教　　科 科　　　　　目 確認欄

国 語 国語

地 歴・ 公 民
世界史Ａ，世界史Ｂ，日本史Ａ，日本史Ｂ，地理Ａ，地理Ｂ

現代社会，倫理，政治・経済，「倫理，政治・経済」

数 学
「数学Ⅰ・数学Ａ」

「数学Ⅱ・数学Ｂ」，簿記・会計，情報関係基礎から１科目　（注１）

理 科 物理，化学，生物から２科目

外 国 語 英語（リスニングテストを含む），ドイツ語，フランス語，中国語，韓国語から１科目

⎫
⎬
⎭

から１科目

教　　科 科　　　　　目 確認欄

国 語 国語

地 歴・ 公 民
世界史Ａ，世界史Ｂ，日本史Ａ，日本史Ｂ，地理Ａ，地理Ｂ

現代社会，倫理，政治・経済，「倫理，政治・経済」

数 学
数学Ⅰ，「数学Ⅰ・数学Ａ」から１科目

数学Ⅱ，「数学Ⅱ・数学Ｂ」，簿記・会計，情報関係基礎から１科目　（注１）

理 科 物理，化学，生物，地学から２科目

外 国 語 英語（リスニングテストを含む），ドイツ語，フランス語，中国語，韓国語から１科目

⎫
⎬
⎭

から１科目

教　　科 科　　　　　目 確認欄

国 語 国語

地 歴・ 公 民
世界史Ａ，世界史Ｂ，日本史Ａ，日本史Ｂ，地理Ａ，地理Ｂ

現代社会，倫理，政治・経済，「倫理，政治・経済」

数 学
「数学Ⅰ・数学Ａ」

「数学Ⅱ・数学Ｂ」，簿記・会計，情報関係基礎から１科目　（注１）

理 科 物理，化学，生物から２科目

外 国 語 英語（リスニングテストを含む），ドイツ語，フランス語，中国語，韓国語から１科目

⎫
⎬
⎭

から１科目
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学部名 学科・課程（コース）名
前　期　日　程 後　期　日　程

配点 最高点 最低点 平均点 配点 最高点 最低点 平均点

人文社会
科学部

人 間 文 化 課 程 1,400 1,187 966 1,030 800 691 606 630

地 域 政 策 課 程 1,400 1,090 954 1,002 800 707 582 623

教育学部

学
校
教
育
教
員
養
成
課
程

小 学 校 教 育 コ ー ス 1,300 1,015 798 860 1,300 998 831 880

中学校
教　育
コース

国語サブコース 1,300 − − −

社会サブコース 1,300 1,089 880 951

技術サブコース 1,300 − − −

家庭サブコース 1,300 − − −

英語サブコース 1,300 − − −

音楽サブコース 1,300 − − −

美術サブコース 1,300 − − −

保健体育サブコース 1,300 − − −

理　数
教　育
コース

数学サブコース 1,300 908 765 828

理科サブコース 1,300 907 809 853

特 別 支 援 教 育 コ ー ス 1,300 − − − 1,300 − − −

理工学部

化学・生命
理 工 学 科

化 学 コ ー ス 1,500 1,221 929 1,021 1,300 1,098 765 873

生 命 コ ー ス 1,500 1,125 931 1,015 1,300 1,088 879 939

物理・材料
理 工 学 科

数 理・ 物 理 コ ー ス 1,500 1,177 900 1,012 1,300 − − −

マ テ リ ア ル コ ー ス 1,500 1,142 861 962 1,300 1,007 828 918

シ ス テ ム
創　　 成
工 学 科

電 気 電 子 通 信 コ ー ス 1,700 1,285 1,008 1,130 1,300 1,020 837 917

知能・メディア情報コース 1,700 1,375 1,142 1,213 1,300 1,048 889 967

機 械 科 学 コ ー ス 1,500 1,175 823 979 1,300 1,056 918 960

社 会 基 盤・ 環 境 コ ー ス 1,500 1,191 902 986 1,300 956 769 897

農学部

植 物 生 命 科 学 科 1,200 958 779 823 1,200 − − −

応 用 生 物 化 学 科 1,200 936 815 859 1,200 975 768 887

森 林 科 学 科 1,200 876 788 820 1,200 877 691 792

食 料 生 産
環 境 学 科

農村地域デザイン学コース
食産業システム学コース 1,200 961 721 818 1,200 − − −

水 産 シ ス テ ム 学 コ ー ス 1,200 846 750 791 1,200 − − −

動 物 科 学 科 1,200 959 880 901 1,200 − − −

共 同 獣 医 学 科 1,300 1,140 1,059 1,089 1,100 − − −
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日
　
程

試験
区分

課程・
コース等

大学入試センター試験の配点 個別学力検査等の配点
合計

国語 地歴 公民
数学

理　科 外国語 小計 国語 外国語 数学 理科 実技
検査 面接 小論文 小計

① ②

前
　
　
期
　
　
日
　
　
程

学
校
教
育
教
員
養
成
課
程

小学校教育コース 200 （100）（100） 100 100 （100）（100） 200 900 （200）（200）（200）（200） 400 1,300
中学校教育コース
国 語 サ ブ コ ー ス 200 （100）（100） 100 100 （100）（100） 200 900 200 （200）（200）（200） 400 1,300
中学校教育コース
社 会 サ ブ コ ー ス 200 （100）（100） 100 100 （100）（100） 200 900 （200）（200）（200）（200） 400 1,300
中学校教育コース
技 術 サ ブ コ ー ス 200 （100）（100） 100 100 （100）（100） 200 900 （200）（200）（200）（200） 400 1,300
中学校教育コース
家 庭 サ ブ コ ー ス 200 （100）（100） 100 100 （100）（100） 200 900 （200）（200）（200）（200） 400 1,300
中学校教育コース
英 語 サ ブ コ ー ス 200 （100）（100） 100 100 （100）（100） 200 900 （200） 200 （200）（200） 400 1,300
中学校教育コース
音 楽 サ ブ コ ー ス 200 （100）（100） 100 100 （100）（100） 200 900 400 400

（備考3） 1,300
中学校教育コース
美 術 サ ブ コ ー ス 200 （100）（100） 100 100 （100）（100） 200 900 300 100 400 1,300
中学校教育コース
保健体育サブコース 200 （100）（100） 100 100 （100）（100） 200 900 400 400 1,300
理 数 教 育 コ ー ス
数 学 サ ブ コ ー ス 200 （100）（100） 100 100 100 100 200 900 （200）（200） 200 （200） 400 1,300
理 数 教 育 コ ー ス
理 科 サ ブ コ ー ス 200 （100）（100） 100 100 100 100 200 900 （200）（200）（200） 200 400 1,300

特別支援教育コース 200 （100）（100） 100 100 （100）（100） 200 900 （200）（200）（200）（200） 400 1,300

後
期
日
程

学
校
教
育
教
員
養
成
課
程

小学校教育コース 200 （100）（100） 100 100 （100）（100） 200 900 400 400 1,300

特別支援教育コース 200 （100）（100） 100 100 （100）（100） 200 900 400 400 1,300
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学　　　部

名称 日　　程 コード
人
文
社
会
科
学
部

前 期 日 程 Ａ

後 期 日 程 Ｅ

教
　
　
育
　
　
学
　
　
部

前 期 日 程 B

後 期 日 程 F

理
　
工
　
学
　
部

前 期 日 程 C

後 期 日 程 G

農
　
　
学
　
　
部

前 期 日 程 D

後 期 日 程 H

学　　科　　・　　課　　程　　等

名　　　　　　　　　称 コード

人　 間　 文　 化　 課　 程 Ａ

地　 域　 政　 策　 課　 程 E

学校教育

教員養成

課　　程

小　 学　 校　 教　 育　 コ　ー　 ス Ａ

中学校教育コース

国 語 サ ブ コ ー ス B

社 会 サ ブ コ ー ス C

技 術 サ ブ コ ー ス D

家 庭 サ ブ コ ー ス E

英 語 サ ブ コ ー ス Ｆ

音 楽 サ ブ コ ー ス Ｇ

美 術 サ ブ コ ー ス Ｈ

保健体育サブコース Ｊ

理数教育コース
数 学 サ ブ コ ー ス Ｋ

理 科 サ ブ コ ー ス Ｌ

特 別 支 援 教 育 コ ー ス Ｍ

化 学・ 生 命 理 工 学 科
化 学 コ ー ス Ａ

生 命 コ ー ス B

物 理・ 材 料 理 工 学 科
数 理・ 物 理 コ ー ス C

マ テ リ ア ル コ ー ス D

シ ス テ ム 創 成 工 学 科

電 気 電 子 通 信 コ ー ス E

知能・メディア情報コース Ｆ

機 械 科 学 コ ー ス Ｇ

社 会 基 盤・ 環 境 コ ー ス Ｈ

植 物 生 命 科 学 科 Ａ

応 用 生 物 化 学 科 B

森 　 林 　 科 　 学 　 科 C

食 料 生 産 環 境 学 科
農村地域デザイン学コース
食産業システム学コース D

水 産 シ ス テ ム 学 コ ー ス E

動 　 物 　 科 　 学 　 科 Ｆ

共　 同　 獣　 医　 学　 科 Ｇ
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地　　　　区 上　田　地　区 高　松　地　区

寮 名
男子寮 男子寮 男子寮 女子寮

自啓（じけい）寮 同袍（どうほう）寮 北謳（ほくおう）寮 紅梅（こうばい）寮
入 寮 定 員 数 91（うち身障者用１） 131（うち身障者用１） 89（うち身障者用１） 154（うち身障者用１）

所  在  地 盛岡市上田三丁目18−15
（キャンパス内）

盛岡市高松四丁目17−18
（大学まで約２㎞）

建 物 構 造 鉄筋コンクリート造
４階建

鉄筋コンクリート造
３階建

鉄筋コンクリート造
４階建

建  築  年 平成23年　改築 平成16年　改築
居 室 面 積 約28㎡ 約14㎡ 約14㎡
入 寮 期 間 修業年限 ２年 ２年
寮 タ イ プ ２人部屋，自炊 個室，自炊 個室，自炊

室 内 設 備
ベッド，机，ミニキッチン（IHヒーター），
トイレ，冷蔵庫，ロッカー，吊り戸棚，
FF暖房機，インターネット

ベッド，机，ミニキッチン（IHヒーター），
トイレ，冷蔵庫，洗面台，ロッカー，
吊り戸棚，FF暖房機，インターネット

共 用 施 設 浴室，シャワー室，ランドリー室，ラウンジ，
談話室

浴室，シャワー室，ランドリー室，談話室，
集会室
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